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　お正月や祝いの席に欠かせない昆布巻きは、
坂井市でも親しまれてきた一品です。昆布でニシンや
野菜などを巻き、じっくりと甘辛く煮ます。時間をかけて味をしみ込ませ
ることで、やわらかく深い味わいに仕上がります。各家庭で具材や味付け
が少しずつ異なり、「わが家の味」として受け継がれてきました。特別な日
の食卓に並ぶ、あたたかな記憶とともにある郷土の味です。

とびつき団子 竹田の油揚げ料理

越前白茎ごぼう料理

特
集

竹田丸そば

昆布巻き
おうちで作ってみよう！
レシピはこちら

さかいの
郷土料理レシピ

検 索

坂井市の我がまちご
当地料理

　昔から地域の行事やおやつの時間に親しまれてきた「とびつき団子」。
　作り方や味つけは家庭ごとに少しずつ違います。名前の由来には諸説
ありますが、思わず “とびつきたくなる” おいしさがあるからとも
いわれます。素朴でどこか懐かしい、世代を超えて受け継がれてきた
坂井の味です。

越前白茎ごぼう
レシピ集
検 索

　美食都市アワードとは、地域独自の美食文化の魅力や、食を軸としたまちづくりの取り組みを評価・表彰
する2024年に始まった制度です。
　この度、海と山、川と平野に恵まれた坂井市が、「美食都市アワード2025」受賞都市に選定されました。
　選定を記念し、暮らしの中で大切に受け継がれてきた味、地域で親しまれてきた身近な料理をご紹介します。

　美食都市アワードとは、地域独自の美食文化の魅力や、食を軸としたまちづくりの取り組みを評価・表彰
する2024年に始まった制度です。
　この度、海と山、川と平野に恵まれた坂井市が、「美食都市アワード2025」受賞都市に選定されました。
　選定を記念し、暮らしの中で大切に受け継がれてきた味、地域で親しまれてきた身近な料理をご紹介します。

　越前白茎ごぼうは、平安時代以前にシベリアから渡来し根
付いたといわれています。

　昭和60年頃「越前という名がつくのだから、種取りだけでは惜しい。
葉物野菜として、ふるさとの特産野菜として復活させよう」と、地元の
人が中心に葉物野菜としての栽培が行われるようになりました。

いわれ 　福井県は北前船の寄港地があり、繁栄とともに各地の食文化が持ち込ま
れました。なかでも北からもたらされたものとして昆布とニシンは格別で

した。身欠きニシンを昆布で巻いて柔らかく煮た「昆布巻き」は “よろこぶ” として、
ニシンも子孫繁栄を願う食材として縁起物です。また輪切りにすることにより円満
を願う意味もあり、祝い事のごちそうとして欠かせない郷土料理となりました。

いわれ

受賞記念

　春江地区で育てられている越前白茎ごぼうは、
やわらかく香りがよいのが特長です。きんぴら
や炊き込みごはん、天ぷらなど、日々の料理に
幅広く使われています。近年は大学生が、新しい料理の
アイデアや栽培方法の研究にも取り組み、地域の食材と
しての可能性が広がっています。

味付けは
お家によって
それぞれ違う

　山あいの竹田地区で親しまれてきた油揚げは、しっかり
とした食べ応えと大豆の風味が魅力です。焼いて生姜醤油

で味わったり、煮物や味噌汁
に入れたりと、家庭ごとに楽
しみ方はいろいろ。食卓に並
ぶとどこかほっとする存在で
す。地域の暮らしの中で受け
継がれてきた味です。

　三国町などでお盆の15日に、仏様のお供え物として作られて
いました。

　一見おはぎのようですが、表面に付いたササゲ※の袋がはじけずに、形が
しっかり残っており、まさに薄赤いササゲの一粒一粒が、白いもちに『飛びつ
いた』ように見えます。かつては塩味も珍しくなかったとか。また実家に帰
るお嫁さんの手土産にもされたそうです。

いわれ

※ササゲ：小豆に似たマメ科の一年草。小豆よりも皮が厚く煮崩れしにくい。

おやつにでると、
「とびつき」たくなる味

※レシピ掲載のない料理もございます。※レシピ掲載のない料理もございます。

み　が

　竹田地区に伝わる「竹田丸そば」は、そば粉と
水だけで作る十割そばで、断面が丸い独特の形状
が特徴です。
　つるっとしたのど越しの良さで、知る人ぞ知る
地元グルメとして親しまれています。
　竹田地区では現在も一家に一台、
丸そば用の製麺機があるほど暮ら
しに根付いており、コミセン講座
や体験プログラムを通じて、その
魅力が今も受け継がれています。
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東尋坊ビジターセンターの整備工事の
詳細な内容やスケジュールは。

　鉄筋コンクリート造３階建て（延床面
積約3千平方メートル）で、令和８年度

から９年度の２カ年で工事を予定している。施設
内には東尋坊の成り立ちなどの説明展示のほか、
冬や悪天候時でも絶景を楽しめる屋内型の展望ス
ペース、修学旅行生などを受け入れられる多目的
スペースを整備する。

　令和８年９月19日にハートピア春江で
記念式典を開催する予定である。テーマ

を「輝く未来へ…みんなで創る希望のまち～子ど
もたちの夢を育む“ふるさと”を目指して」とし、
若い世代にスポットを当てた市民参加型のアトラク
ションなどを通じて、市のブランド力や特色を再認
識する機会にしたいと考えている。また、各団体が
実施する関連事業には「市制施行20周年」の冠を
つけ、既存の補助金を活用しながら、市全体でお祝
いと魅力発信ができるよう調整を進めている。

市制施行20周年記念事業

東尋坊再整備事業

　令和８年度一般会計補正予算（第１号）を議決しました。
ここには主な事業を掲載しています。

補正額　7億1,178万円（補正後の額 493億2,678万円）

水道事業会計補助金事業  ２億700万円
　物価高騰などの影響を受けている市民、事業
者の負担を軽減するため、水道料の基本料金
の減免を行う水道事業会計に対し、補助金を
交付するための所要額を計上。

物価高騰対策支援事業 ４億4,073万円
　電子決済事業者と連携し商品券を発行する
ことで市内消費喚起と地域経済の活性化を図
るための費用を計上。

8年度
令和

Pick

 Up!

一般会計補正予算概要

詳細はこちら▶

防災事業

災害時の状況把握や、有害鳥獣対策な
どへのドローン活用について、市の体

制づくりと今後の展開はどうなっているか。

合併から20年を迎えるにあたり、記
念式典の開催時期や市長の思い、具

体的な内容は。また、市の一体感醸成に向
けた施策はどのように考えているか。

　現在市で１台保有し、職員４名が操縦
資格を取得している。令和８年度は企業

版ふるさと納税を活用して機体を増やすとともに、
資格取得者を複数部署から４名追加し、大規模災
害時の初動対応を見据えて計10名程度の体制を目
指す。令和７年度は既に、クマの捜索や田んぼアー
トの空撮・PRなどにドローンを活用した。今後は
防災に限らず、空き地・ため池の管理状況確認や、
観光プロモーション動画の作成など、庁内で連携
を図りながら実効性の高い運用を進めていく。

健康診査事業

令和8年度から始まる「5歳児健診」
の試行的実施のスケジュールや予算

額、そして就学に向けた事後フォロー体制
の内容は。

　令和8年度に入り関係機関と協議を重
ね、10月以降に集団健診を実施する予定

である。健診費用として80万3千円、事後フォ
ロー費用として77万6千円を計上した。事後フォ
ローとしては、対象者への子育て講演会や個別
相談、親子教室などを年度内に実施する。
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本委員会では、令和７年度補正予算および令和
８年度当初予算を３回にわたり審査しました。
ここでは委員会で出た質問・答弁を抜粋してい
ます。

予算特別委員会
～２月６日・９日、３月２日 開催～

8年度
令和 一般会計予算を議決

概要や詳細はこちら▶

会　計 予算額 前年度
比較増減

一般会計
国民健康保険
特別会計

後期高齢者医療
特別会計

水道事業会計

486億1,500万円

75億5,000万円

16億1,930万円

36億1,720万円

△0.2%

△0.8%

12.8%

20.6%

公共下水道
事業会計 53億　　40万円

農業集落排水
事業会計 6,010万円

病院事業会計 28億2,770万円
総　計 695億8,970万円

3.6%

△5.4%

1.1%
1.2%

市の予算規模

一般会計のほか、特別会計・企業会計については以下のとおりです。

（万円未満四捨五入）

一般会計 総額 486億1,500万円（前年度比△0.2％）

会　計 予算額 前年度
比較増減

　令和７年度に実施しているネットワー
クアセスメントの速報値で、児童数の多

い小学校などで文部科学省推奨の帯域を満たさな
い数値が出ているため、令和8年度にインター
ネット回線の見直しや、Wi-Fiルーター、スイッ
チングハブなどの更新を予定している。長寿命化
改良工事などを待たずに早急に通信環境を改善
していく。

学級運営支援事業

　加齢による聴力低下がコミュニケーション
不足を招き、心身の活力低下につながる「ヒ

アリングフレイル」を防ぐため、言語聴覚士会の協力
のもと、概ね60歳以上を対象にした認知症予防講座を
年間10回程度開催する（各回定員約30名）。成果指標
としては、集団健診での聴力検査の実施率、講座受講
による聞こえの問題の自覚人数、医療機関の受診や地
域包括支援センターへの相談につながった件数などを
設定し、医師会とも連携しながら効果を検証していく。

一般介護予防活動支援事業

　これまで屋内ゲートボール場として利用していた施設を全天候型の子どもの遊び場に整備した
ことに伴い、新たにゲートボールやフットサルなどのスポーツ、地域のイベントなどに活用できる

多目的施設を東十郷中央公園に整備する。施設は天候に左右されない屋内型で、ゲートボール場3面分の規
模に人工芝を敷設する。

都市公園整備事業

東十郷中央公園の屋内多目的広場新築工事と施設整備工事の具体的な内容は何か。

GIGAスクール構想で整備された
Wi-Fiについて、授業中にWi-Fiが

途切れるといった課題が出ているが、環境
診断の結果と今後の整備方針は。

認知症と難聴の関連性が注目されて
いるが、拡充された対策の講座内容

や対象者は。また、早期発見・治療に向け
た成果指標はどう設定しているか。
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▲ 感震ブレーカーの仕組み

主な質疑内容

 財務部

 総務部

 総合政策部

 生活環境部

　物価高騰対策交付金を活用して実施する
水道基本料金の補助について、一般財源を
充当する理由は。また、システム改修費の
費用は。
　水道基本料金４カ月分のうち消費税分は
交付金の対象外となるため、約１億7,600
万円を一般財源で負担する。また料金減免
に伴うシステム改修費として約200万円を
見込んでいる。

　新年度予算は市長選もあって骨格予算と
なるが、令和８年度６月補正予算において
次期市長の方針に基づいた肉付け予算に対
応できる財政力はあるか。
　財政調整基金などの残高の範囲内で十分対
応できると考えている。

　感震ブレーカーを各家庭に普及させる取
り組みの考えはあるのか。
　自主防災組織を結成している地区には、感
震ブレーカーの設置を補助金対象とし、普及
につないでいく。

　生産性向上支援センター設置事業とはど
ういうものか。
　令和８年度に、スポットワーク※を導入し
て人手不足に対応する事業者を支援する機関
を設置する。

　坂井市環境基本条例の改正では、脱炭素社
会の実現に向けて市としてどのように取り組
んでいくのか。
　今回の改正では、プラスチックごみ削減や
５Ｒ※の推進など資源循環の取り組みを中心
に、市民の環境行動を促す内容を盛り込んだ。
脱炭素については、家庭での取り組みと企業
による投資を２つの柱として、国・県の施策
とも連携しながらハード・ソフト両面で取り
組みを進めていく。

　自動運転の実証実験の利用状況と今後の
見通しは。
　２カ月間の実証で延べ1,022人が利用し、
当初の目標は達成できた。今後は国の補助金
の動向を見ながら実証運行を継続し、利用状
況や運行経費などのデータを踏まえ、本格導
入の可否や料金設定などを検討する。　

請願・陳情

陳情
第3号

坂井市情報公開条例施行規則の更新を
求めます

※スポットワーク
短時間・単発の就労を内容とする雇用契約のもとで働くこと。

※５Ｒ
『Refuse：断る』『Reduce：減らす』『Reuse：再利用する』『Repair
：修理する』『Recycle：再資源化する』で構成される環境負荷を
減らすための５つの行動指針。

総務生活環境常任委員会報告check!
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▲ 学芸員の活躍が期待される坂井市龍翔博物館

主な質疑内容

 三国病院

 教育委員会

　令和８年４月から経営形態が変わるが、
どのような体制強化がされるのか。
　現在、４名の常勤医師の増員が決定してい
る。内訳は事業管理者医師１名、外科２名、
産科婦人科１名である。内科については令和
９年度に常勤医師確保を目指す。

　人工透析で、無料送迎や夜間透析などが
普及しつつあるが、今後の展開は。
　送迎は他市の患者への不公平が生まれる懸
念や、ほぼ全員が自分か家族による送迎で賄え
ている。夜間透析などは、地域特性を鑑みて実
施している地域も見受けられるが、本市におい
ては将来的な需要は想定されるが、現状では不
要と考えている。

　いじめの対応は教職員の初期対応が重要
である。全国の事例を参考に、教職員への
指導が必要と考えるが。
　毎年４月に問題対策連絡協議会と生徒指導
主事との情報共有する場や、県教育委員会に
よる研修などを行っている。いじめ問題への
アプローチや、その後のフォローなど幅広く
研修を行っていきたい。

　龍翔博物館から市内の小中学校へ出向き
講座を行うことは可能か。
　学芸員が、出前授業で出向くことは可能
であり、要望に合わせ行っていきたい。

　保育施設の在り方検討委員会の、市内保
育施設数と将来の児童数の関係は。
　地域によっては、低年齢児を預かれない懸
念がある一方、少子化の進行を考慮した見地
から、将来の公私立園の在り方について議論
された。私立園については現状を維持しつつ
公立園の継続については、地域の意見を踏ま
えながら検討したい。

　出生数が増えているが、詳細な推移は。
またその要因は。
　出生数は令和５年が527人、６年が538人、
７年が547人となっており、徐々に増加に転
じている。
　要因は子育て施策ひとつで変わるものでは
なく、結婚応援や移住推進、子育て支援が複
合的に作用し、よくなったのではと考える。  

 健康福祉部

請願・陳情

陳情
第1号

臓器移植に関わる不正な臓器取引や移植
目的の渡航等を防止し、国民が知らずに
犯罪に巻き込まれることを防ぐための環
境整備等を求める意見書提出の陳情

陳情
第2号

「地域医療・介護を崩壊させない為に機
敏な診療・介護報酬改定を求める意見書」
の採択を求める陳情書

教育民生常任委員会報告check!
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全会一致となった議案と議決結果
議案番号 審議結果件　　　　　名

承認

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

原案答申

原案答申

原案答申

原案答申

承認第１号

同意第１号

諮問第１号

諮問第２号

諮問第３号

諮問第４号

議案第１号

議案第２号

議案第３号

議案第４号

議案第５号

議案第15号   

議案第16号   

議案第17号   

議案第19号

議案第８号

議案第９号

議案第10号

議案第11号

議案第12号

議案第13号

議案第14号

教育委員会委員の任命について

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者の推薦について

令和７年度坂井市一般会計補正予算（第10号）

令和７年度坂井市一般会計補正予算（第11号）

令和８年度坂井市一般会計補正予算（第１号）

令和８年度坂井市後期高齢者医療特別会計予算

令和８年度坂井市水道事業会計予算 

令和８年度坂井市公共下水道事業会計予算 

令和８年度坂井市農業集落排水事業会計予算

令和８年度坂井市病院事業会計予算 

市有財産の無償譲渡について 

市道路線の認定について

専決処分の承認を求めることについて（令和
７年度坂井市一般会計補正予算（第９号）） 

令和７年度坂井市国民健康保険特別会計補正
予算（第３号）

令和７年度坂井市後期高齢者医療特別会計補
正予算（第２号）

令和７年度坂井市水道事業会計補正予算（第
２号）

令和７年度坂井市公共下水道事業会計補正
予算（第１号）

坂井市特定乳児等通園支援事業の運営に関す
る基準を定める条例の制定について

坂井市病院事業職員の給与の種類及び基準に
関する条例の制定について

坂井市営駐車場条例の一部を改正する条例に
ついて

坂井市環境基本条例の一部を改正する条例に
ついて

議案番号 審議結果件　　　　　名

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

不採択

議案第20号

議案第21号

議案第22号

議案第23号

議案第24号

議案第25号

議案第26号

議案第27号

議案第28号

議案第29号

議案第30号

議案第31号

議案第32号

陳情第１号

坂井市家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例等の一部を改正する条
例について

坂井市都市公園条例の一部を改正する条例に
ついて

坂井市学校体育施設の開放に関する条例の一
部を改正する条例について

坂井市水道事業給水条例及び坂井市下水道条
例の一部を改正する条例について

坂井市企業立地促進基金条例を廃止する条例
について

坂井市坂井健康増進センター条例を廃止する
条例について

臓器移植に関わる不正な臓器取引や移植目的
の渡航等を防止し、国民が知らずに犯罪に巻
き込まれることを防ぐための環境整備等を求
める意見書提出の陳情

坂井市清永グラウンド条例を廃止する条例に
ついて

令和８年度坂井市水道事業会計補正予算（第
１号）

重要文化財丸岡城天守保存修理工事請負契約
の締結について

坂井市高齢者、障害者等の移動等の円滑化の
促進に係る特定公園施設の設置の基準に関す
る条例の一部を改正する条例について

坂井市特定用途制限地域の区域内における建
築物の制限に関する条例の一部を改正する条
例について

定例会審議結果

賛否が分かれた議案一覧

議案番号 件　　　　　名

○…賛成　×…反対　□…棄権　△…欠席　－…原則採決に参加できない
111 2 3 4 5 6 7 8 9 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

審
議
結
果

議
員
氏
名

議席

可決

可決

可決

不採択

不採択

坂井市国民健康保険税条例の一部を改正する条
例について

「地域医療・介護を崩壊させない為に機敏な診
療・介護報酬改定を求める意見書」の採択を求
める陳情書

議案第６号

陳情第３号

陳情第２号

令和８年度坂井市一般会計予算

令和８年度坂井市国民健康保険特別会計予算

坂井市情報公開条例施行規則の更新を求めます

議案第７号

議案第18号

△ ○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○○○○ー○○ ××

△ ○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○○○○ー○○ ××

△ ○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○○○○ー○○ ××

×× × × × × × × × × × × △ × × ××××ー ○○

×× × × × × × × × × × × △ × × ××××ー ○○

畑
野
麻
美
子

永
井

　純
一

前
田

　嘉
彦

川
畑

　孝
治

辻

　
　人
志

伊
藤

　聖
一

松
本

　
　朗

佐
藤

　寛
治

田
中

　哲
治

古
屋

　信
二

戸
板

　
　進

上
坂

　健
司

前
川

　
　徹

後
藤

　寿
和

三
宅
小
百
合

山
田

　秀
樹

岡
部

　恭
典

伊
藤

　宏
実

鍋
嶋

　邦
広

廣
瀬

　陽
子

佐
藤

　岳
之

林

　
　豊
夏

予
算

常
任
委
員
会
報
告

定
例
会
審
議
結
果

一
般
質
問

特
別
委
員
会
報
告

7

主な質疑内容

 産業政策部  建設部

▲ ゆりの里公園でプレオープンした「ICHIGOOJI　CAFE」

　

　物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金
充当事業の内容は。
　食料品などの物価高騰の影響を受けている
市民生活を応援するために、キャッシュレス
決済の利用促進と事業者支援を行い、市内消
費喚起と地域経済の活性化を図る。
　生活応援商品券事業により、19歳から64
歳向けにデジタル地域通貨「ふくいはぴコイ
ン」を利用する仕組みで、５千円の支払いで
はぴコイン１万円分がチャージされ、65歳
以上は、５千円分の商品券を郵送する。
　利用期間は、６月１日から10月31日で市
内の対象店舗約350店舗で利用できる。

　カイモンカードの発行枚数と地域ごとの
店舗数は。
　令和２年２月からスタートし現在45,532
枚で、店舗数は151店舗で三国74、丸岡33、
春江25、坂井19である。

　ゆりの里のカフェがプレオープンしたが、
本格的なオープンはいつか。
　令和８年２月21日からプレオープンで進
めており、今後市場調査によりメニューや価
格設定などを決め、本格的にカフェの営業を
行うことになる。

　ウニ陸上養殖のその後の状況は。
　県の栽培漁業センターに現在８千個体残っ
ており、雄島漁業協同組合が受け入れできる
のは２千から３千個体で、残りは地まき放流
する計画である。

　物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金
充当事業の内容は。
　令和８年４月から７月使用分４カ月間の
水道料金の基本料金を減免する。公共施設約
420件を除く一般家庭や工場、事業者など延
べ14万5,800件が対象で、申請は不要である。

　有収水量※の減少対策は。
　平成27年度から令和６年度まででは、
80％半ばをキープしていたが、ここしばら
くは減少傾向である。原因は、下水道管、特
に下水道管でもコンクリート管の老朽化によ
るひび割れからの地下水並びに雨水の進入水
が原因のひとつとなっている。対応策につい
ては、管路の老朽化対応として、機能診断に
て下水道管内のカメラ調査を市内一斉で８
km程度行い、緊急性を要するものは修繕を
行い、計画的に更新計画を進めていく。

　除雪対応の判断は。
　職員の除雪パトロールを通して、各地区の
ポイントで規定の基準に達したら、その都度
現場からの指示で除雪するよう指示を出して
いる。地区により差が出てきているので、業
者と協議し解消するように対応していく。

※有収水量
家庭などに供給した水のうち、料金徴収の対象となった水量。

産業建設常任委員会報告check!



10

一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 https://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/
また、二次元コードを読み取るとYouTubeにアップロードされた各議員の動画を見ることができます。

▲ 新産業共創事業のプレゼンの様子

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム※

に

関
す
る
今
後
の
取
り
組
み
は
。

本
市
の
食
は
、
観
光
資
源
と
し
て
極

め
て
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
り
、
観

光
戦
略
に
お
け
る
強
み
の
一
つ
と
認
識

し
て
い
る
。

現
在
策
定
中
の
第
二
次
坂
井
市
観
光

ビ
ジ
ョ
ン
戦
略
基
本
計
画
に
お
い
て
、

ブ
ラ
ン
ド
ス
ト
ー
リ
ー
の
整
備
お
よ
び

美
食
を
体
感
で
き
る
観
光
地
づ
く
り
を

施
策
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
ガ
ス
ト
ロ

ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
そ
の
取
り
組
み

に
沿
う
も
の
と
考
え
て
い
る
。

食
の
背
景
に
あ
る
自
然
、
歴
史
、
文

化
を
体
系
づ
け
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
構
築

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
よ
り
高
い
付
加

価
値
を
本
市
の
美
食
や
体
験
と
結
び
付

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

キ
ッ
チ
ン
ラ
ボ
や
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間

の
よ
う
な
、
美
食
を
テ
ー
マ
に
多
様
な

人
が
集
ま
れ
る
場
所
も
必
要
と
考
え
る

が
、
本
市
の
所
見
を
伺
う
。

美
食
を
テ
ー
マ
に
官
民
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず

は
関
係
者
が
顔
を
合
わ
せ
て
議
論
を
深

め
る
場
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

観
光
に
関
す
る
事
業
者
と
の
過
去
３

回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
も
、

継
続
の
要
望
が
多
く
聞
か
れ
た
。

ま
ず
は
、
関
係
者
が
対
面
で
集
ま
る

場
を
提
供
し
て
、
官
民
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
の
推
進
に
向
け
た
議
論
を
深

め
て
い
く
よ
う
努
め
る
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
誘
致
状
況

と
市
内
企
業
と
の
連
携
の
状
況
は
。

令
和
７
年
度
は
本
市
の
地
場
産
業
で

あ
る
繊
維
産
業
と
福
井
空
港
の
立
地
を

踏
ま
え
、
繊
維
と
ド
ロ
ー
ン
の
２
つ
の

分
野
に
重
点
化
し
、
繊
維
関
連
３
社
と

ド
ロ
ー
ン
関
連
２
社
を
誘
致
し
た
。

繊
維
分
野
で
は
、
新
素
材
の
用
途
開

発
や
編
地
の
高
度
化
な
ど
を
推
進
し
て

お
り
、
ド
ロ
ー
ン
分
野
で
は
、
重
量
・

長
距
離
輸
送
ド
ロ
ー
ン
の
飛
行
試
験
を

実
施
し
て
い
る
。

意
見
交
換
の
場
を
契
機
に
別
の
市
内

企
業
へ
派
生
す
る
動
き
が
生
ま
れ
て
お

り
、
連
携
の
裾
野
拡
大
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

最
先
端
技
術
の
認
知
拡
大
を
ど
う
進

め
る
の
か
。

令
和
８
年
度
は
拠
点
「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｉ

Ｗ
Ｅ
Ａ
Ｖ
Ｅ
」
を
核
に
市
内
事
業
者
と

の
成
果
を
紹
介
す
る
な
ど
の
定
期
的
な

イ
ベ
ン
ト
を
検
討
し
て
お
り
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
に
よ
る
中
高
生
向
け
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

事
業
の
将
来
展
望
い
わ
ゆ
る
ゴ
ー
ル

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

新
産
業
・
新
事
業
が
継
続
的
に
生
ま

れ
る
土
壌
、
良
質
な
雇
用
、
地
域
産
業

の
高
付
加
価
値
化
を
実
現
し
、
持
続
可

能
な
地
域
経
済
の
確
立
を
目
指
す
。

雇
用
増
加
数
は
年
間
目
標
３
人
で
、

５
年
で
15
人
、
市
内
定
着
数
は
年
間
目

標
２
件
で
、
５
年
間
で
10
件
と
し
、
事

業
を
進
め
て
い
く
。

▲ 令和５～６年度　観光庁のガストロノミーツーリズム
　 推進事業に採択された団体一覧（観光庁ホームページより）

※ガストロノミーツーリズム：その土地の気候風土が生んだ食材・習慣・伝統・歴史などによって育まれた食を楽しみ、食文化に触れることを目的
　とした旅行・滞在のこと。

■Q□A■Q□A

■Q□A

■Q□A■Q

□A

岡  

部
　
恭  

典

お
か

き
よ

の
り

べ

鍋  

嶋
　
邦  
広

な
べ

く
に

ひ
ろ

し
ま

坂
井
市
＝
美
食
都
市
と
し
て
の

今
後
の
成
長
戦
略
を

新
産
業
共
創
事
業
の
進
捗
と

将
来
展
望
は

し
ん
ち
ょ
く

予
算

常
任
委
員
会
報
告

定
例
会
審
議
結
果

一
般
質
問

特
別
委
員
会
報
告
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令
和
８
年
も
猛
暑
が
予
想
さ
れ
る
が

新
た
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る

の
か
。

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー※

の
運
用
な

ど
、
こ
れ
ま
で
の
適
応
策
を
一
層
徹
底

す
る
と
と
も
に
、
学
校
や
地
域
で
の
出

前
講
座
な
ど
で
熱
中
症
予
防
の
意
識
啓

発
を
進
め
て
い
く
ほ
か
、
緑
の
カ
ー
テ

ン
の
設
置
な
ど
、
費
用
を
か
け
ず
に
で

き
る
暑
さ
対
策
を
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

や
学
校
と
協
力
し
て
実
施
し
て
い
く
。

ま
た
、
自
治
会
や
地
域
の
福
祉
に
携

わ
る
人
々
と
連
携
し
、
高
齢
者
世
帯
へ

の
見
守
り
活
動
も
進
め
て
い
き
た
い
。

８
時
半
か
ら
17
時
15
分
ま
で
の
開
庁

時
間
を
短
縮
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な

効
果
を
得
ら
れ
る
と
考
え
る
か
。

窓
口
業
務
の
準
備
作
業
や
閉
庁
後
の

後
片
付
け
が
勤
務
時
間
内
で
で
き
る
た

め
、
時
間
外
勤
務
の
削
減
や
業
務
の
効

率
化
が
図
ら
れ
る
。

空
い
た
時
間
を
課
内
の
会
議
、
業
務

の
改
善
な
ど
に
振
り
分
け
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
、
効
率
的
な
業
務
執
行
に
つ

な
が
る
。

開
庁
時
間
の
短
縮
に
つ
い
て
、
市
の

方
向
性
を
問
う
。

先
行
自
治
体
の
取
り
組
み
を
検
証
す

る
と
と
も
に
諸
課
題
を
整
理
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
な
ど
窓
口
Ｄ
Ｘ
の
推
進
と

周
知
を
図
り
な
が
ら
前
向
き
に
検
討
し

た
い
。

▲ 市役所（本庁）の窓口

令和８年２月18日～20日の３日間：16人

一般質問
市政のここが知りたい

　このページからは、質問項目中の特に市民の皆さまへ
お届けしたい内容を掲載しています。
　全編については後日議会ホームページに掲載される会議
録や、YouTube（チャンネル名・福井県坂井市議会）でご覧
ください。YouTubeは議員写真下の二次元コードから視聴
できます。なお、文章は各議員が作成しています。

一般質問ってなに？ 定例会において、議員が市の実施
している事業の状況や方針などについて、市から報告や説明
を求めるために質問することです。

【 通  告  一  覧 】
議員氏名 通告内容 ページ

10

10

11

11

12

12

13

13

14

9辻　　人志

岡部　恭典

鍋嶋　邦広

山田　秀樹

伊藤　聖一

前田　嘉彦

上坂　健司

後藤　寿和

伊藤　宏実

三宅小百合

(1) 猛暑対策について
(2) 開庁時間の短縮について

(1) 保護者が安心して子どもを学校に預け
られる環境づくり

(1) 道路交通法改正への対応と交通安全対
策について

(1) 三国祭等について
(2) 治水対策等の強化について

(1) 坂井市＝美食都市としての今後の成長
戦略について

(2) 坂井市行政のガバナンス体制について

(1) 新産業共創事業の進捗と将来展望について

(1) 池田市政４年間の実績と反省点について

(1) 小中学校の制服の在り方について

(1) 中学校のスクールバス運行について

(1) こどもの命を守るための取組について

議員氏名 通告内容 ページ

14

15
15

16

16

17

畑野麻美子

川畑　孝治
佐藤　岳之

林　　豊夏

永井　純一

松本　　朗

(1) 丸岡城観光情報センター「丸岡城マチ
ヨリマーケット」内の飲食、物販テナ
ントの運営について、市としての「責
任」と「改善」が求められる

(2) 保育園、幼保園、こども園などにおけ
る給食費の負担軽減・無償化を求める

(1) 東尋坊再整備について

(1) 坂井市環境基本条例の一部を改正する
条例作成の経緯について

(2) 高齢者の居場所づくりについて

(1) 文化施設、体育施設利用に障がい者、
高齢者に対する減免制度の導入を求める

(2) 結婚サポート事業の対象にパートナー
シップ宣誓カップルが除外されている
ことは市長の人権感覚が問われている

(3) 国民健康保険税の引上げをやめ、子ど
もの均等割をなくすべき

(1) 体育館への空調設備設置について

(1) 市長が掲げてきた「稼げる産業を創出
します」について、特に農業分野の４
年間の成果とこれから

(2) 市長が掲げてきた「子育てするなら坂井
市で」について、４年間の成果とこれから

※クーリングシェルター：気温が高いとき、熱中症などの重大な健康被害発生を防止するための冷房設備を備えた休息所。

■Q□A■Q□A

■Q□A

辻    

人  

志

つ
じ

し

ひ
と

地
域
や
学
校
と
連
携
し
た

猛
暑
対
策
を

市
役
所
窓
口
業
務
の
短
縮
の

検
討
を
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一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 https://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/
また、二次元コードを読み取るとYouTubeにアップロードされた各議員の動画を見ることができます。

避
難
訓
練
は
形
式
的
で
は
な
く
、
児

童
・
生
徒
が
自
ら
考
え
行
動
す
る
力
が

身
に
つ
く
内
容
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

一
部
の
学
校
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
設

定
さ
れ
た
災
害
シ
ナ
リ
オ
を
封
筒
に
入

れ
て
配
布
し
、
開
封
し
て
初
め
て
状
況

を
知
り
、
ど
の
よ
う
に
行
動
す
べ
き
か

を
考
え
る
状
況
判
断
型
の
訓
練
を
取
り

入
れ
て
い
る
。

他
の
学
校
に
お
い
て
も
、
各
々
の
課

題
に
応
じ
て
工
夫
を
重
ね
、
実
効
性
の

高
い
訓
練
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
起
因
と
し
た
、
い
じ
め
、

誹
謗
中
傷
の
実
態
把
握
や
対
応
は
。

ま
た
、
児
童
・
生
徒
を
巻
き
込
む
Ｓ

Ｎ
Ｓ
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
処
は
。

各
学
校
に
毎
月
い
じ
め
の
状
況
報
告

書
の
提
出
を
求
め
、
実
態
把
握
を
行
っ

て
お
り
、
教
育
委
員
会
と
情
報
共
有
を

行
い
、
経
過
や
支
援
も
含
め
、
解
消
に

至
る
ま
で
注
意
深
く
見
守
っ
て
い
く
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
処
は
、
警

察
と
連
携
し
て
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
お
り
、
近
年
は
学
校
が

積
極
的
に
関
係
機
関
に
相
談
す
る
ケ
ー

ス
も
増
え
て
き
て
い
る
。  

学
校
の
玄
関
や
周
辺
、
通
学
路
除
雪

の
た
め
の
除
雪
機
配
備
状
況
は
。

寄
附
に
よ
り
６
校
に
配
備
し
た
と
こ

ろ
、
大
い
に
活
用
を
図
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
現
在
17
校
に
配
備
し
て
い
る
。

今
後
、
学
校
の
要
望
に
応
じ
、
で
き

る
だ
け
早
く
配
備
し
て
い
き
た
い
。

市
民
が
市
長
と
面
談
を
望
む
場
合
の

ル
ー
ル
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
前
市
長
時
代
と
比
べ
て
変
更

は
あ
る
の
か
。

前
市
長
時
代
か
ら
の
考
え
方
を
変
え

て
い
な
い
。

地
域
の
声
に
向
き
合
う
こ
と
は
何
よ

り
も
大
事
だ
と
考
え
て
お
り
、
会
え
な

い
市
長
で
は
な
く
、
話
を
聞
く
市
長
の

姿
勢
を
行
動
で
示
し
て
い
き
た
い
。

早
期
の
財
政
立
て
直
し
策
を
講
じ
な

け
れ
ば
財
政
破
綻
に
陥
る
状
況
に
は
な

い
と
考
え
る
が
、
本
市
の
財
政
状
況
を

ど
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
の
か
。

社
会
保
障
関
連
経
費
の
増
加
や
公
共

施
設
の
適
正
管
理
、
財
源
の
確
保
な
ど

中
長
期
的
な
課
題
は
他
の
市
町
と
共
通

し
て
い
る
が
、
本
市
の
財
政
状
況
は
県

内
他
市
町
と
比
較
し
て
も
良
好
な
水
準

に
あ
り
、
将
来
的
に
も
良
好
な
収
支
状

況
が
維
持
さ
れ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

Ｉ
タ
ー
ン
・
子
育
て
世
代
か
ら
高
評

価
を
得
て
、
移
住
者
が
５
年
で
３
倍
に

増
え
た
。

明
日
の
坂
井
市
発
展
に
向
け
、
ど
の

施
策
を
育
て
る
の
か
。

４
年
間
で
よ
う
や
く
土
台
が
整
い
、

芽
が
出
始
め
た
段
階
と
捉
え
て
い
る
。

ま
だ
完
成
形
で
は
な
い
の
で
、
持
続

可
能
な
形
に
育
て
上
げ
、
市
政
の
成
果

に
な
る
と
受
け
止
め
て
い
る
。

第
一
に
移
住
定
住
施
策
の
進
化
を
、

第
二
に
子
育
て
、
教
育
環
境
の
質
の
向

上
、
第
三
に
交
流
人
口
か
ら
関
係
人
口

へ
の
発
展
を
進
め
て
い
き
た
い
。

▲ 各小中学校に配備された除雪機

▲ 坂井市中期財政計画の基金残高の推移

伊  

藤
　
聖  

一

い

せ
い

い
ち

と
う

《 基金残高の推移 》

■Q□A■Q□A

■Q□A

■Q□A■Q□A■Q

□A

安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
の

構
築

山  

田
　
秀  

樹

や
ま

ひ
で

き

だ

池
田
市
政
４
年
間
を

振
り
返
っ
て
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一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 https://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/
また、二次元コードを読み取るとYouTubeにアップロードされた各議員の動画を見ることができます。

こ
れ
ま
で
の
調
査
、
現
況
を
踏
ま
え

今
後
の
県
・
国
の
補
助
お
よ
び
国
の
無

形
文
化
財
の
指
定
、
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形

文
化
財
遺
産
「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」

登
録
へ
の
道
筋
は
ど
う
か
。

令
和
５
年
度
よ
り
学
芸
員
に
よ
る
三

国
祭
の
予
備
調
査
を
進
め
て
お
り
、
今

後
、
文
化
庁
か
ら
補
助
金
の
交
付
を
受

け
、
令
和
８
年
度
か
ら
11
年
度
ま
で
の

４
年
間
で
各
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
総

合
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
成
果
を
報
告

書
と
し
て
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
８
年
度
予
算
と
し
て
は
、
調
査

委
員
や
山
車
の
図
面
調
査
委
託
料
な
ど

約
５
２
０
万
円
を
計
上
し
、
国
（
２
分

の
１
）・
県
（
４
分
の
１
）の
補
助
金
を

活
用
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
く
。

　
な
お
、
４
年
間
の
総
事
業
費
は
約
２

３
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

三
国
祭
の
歴
史
的
背
景
や
文
化
財
的

特
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
総
合

調
査
は
重
要
で
あ
り
、
国
の
無
形
文
化

財
指
定
や
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産

の
登
録
の
基
礎
資
料
と
な
り
得
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

本
市
で
は
今
後
、
総
合
調
査
を
進
め

る
と
と
も
に
、
担
い
手
の
育
成
や
山
車

当
番
へ
の
国
の
支
援
、
屋
台
や
山
車
蔵

の
修
繕
な
ど
に
つ
い
て
、
観
光
部
局
と

連
携
し
な
が
ら
引
き
続
き
取
り
組
む
。

さ
ら
に
、
担
い
手
確
保
に
向
け
た
仕

組
み
づ
く
り
な
ど
、
三
国
祭
が
将
来
に

わ
た
り
継
続
し
て
受
け
継
が
れ
る
よ
う

に
必
要
な
支
援
と
環
境
整
備
に
努
め
て

い
く
。

道
路
交
通
法
改
正
に
対
す
る
認
識
に

つ
い
て
問
う
。

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
さ
れ

る
自
転
車
に
対
す
る
青
切
符
制
度
は
、

自
転
車
も
自
動
車
と
同
様
に
交
通
ル
ー

ル
を
守
る
べ
き
車
両
と
い
う
認
識
を
促

進
し
、
交
通
安
全
へ
の
意
識
の
向
上
が

図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
事
故
の
未
然
防

止
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

市
民
へ
の
法
改
正
の
周
知
・
啓
発
が

重
要
と
思
う
が
、
そ
の
取
り
組
み
は
。

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報

提
供
を
行
い
、
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
や

注
意
点
を
市
民
に
分
か
り
や
す
く
伝
え

る
よ
う
努
め
る
。

交
通
安
全
対
策
と
し
て
の
取
り
組
み

と
今
後
の
対
応
方
針
は
。

薄
く
な
っ
た
外
側
線
な
ど
の
白
線
や

路
面
標
示
な
ど
を
更
新
、
減
速
マ
ー
ク

を
新
た
に
設
置
す
る
こ
と
な
ど
、
視
認

性
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
市
道
の
交
通

環
境
を
安
全
に
保
つ
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
今
後
も
自
転
車
や
歩
行
者
の
安
全

確
保
の
た
め
、
適
切
に
市
道
を
維
持
管

理
し
て
い
く
。

自
転
車
事
故
が
起
き
た
場
合
の
対

応
は
。

事
故
発
生
時
の
負
傷
者
の
確
認
や
警

察
・
消
防
へ
の
通
報
、
け
が
人
の
救
護
、

二
次
被
害
の
防
止
と
考
え
る
。

警
察
や
交
通
関
係
団
体
と
連
携
し
な

が
ら
、
事
故
の
未
然
防
止
と
発
生
時
の

適
切
な
対
応
に
つ
な
げ
た
い
。

▲ チラシ「自転車も交通反則通告制度開始」

▲ 参考にすべき「小浜放生祭　総合調査報告書」
ほう ぜ

や
　
ま

■Q□A■Q□A■Q□A

■Q□A

■Q□A

前  

田
　
嘉  

彦

ま
え

よ
し

ひ
こ

だ

上  

坂
　
健  
司

う
え

け
ん

し

さ
か

道
路
交
通
法
改
正
へ
の
対
応
と

交
通
安
全
対
策
は

三
国
祭
の
こ
れ
か
ら

予
算

常
任
委
員
会
報
告

定
例
会
審
議
結
果

一
般
質
問

特
別
委
員
会
報
告
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また、二次元コードを読み取るとYouTubeにアップロードされた各議員の動画を見ることができます。

小
中
学
校
の
制
服
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
本
市
の
小
中
学
校
で
の
制
服
採
用

校
と
私
服
校
の
現
状
は
。

本
市
で
は
、
全
て
の
小
中
学
校
が
制

服
を
採
用
し
て
い
る
が
、
一
部
の
小
学

校
で
は
、
暑
い
時
期
に
私
服
登
校
を
認

め
て
い
る
学
校
も
あ
る
。

全
国
的
な
小
学
校
に
お
け
る
制
服
採

用
の
動
向
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

全
国
的
に
は
小
学
校
で
制
服
を
採
用

し
て
い
る
の
が
２
割
か
ら
３
割
、
北
陸

地
方
も
過
半
数
に
満
た
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
意
外
と
少
な
い
こ
と
を
再
認
識

し
た
。

制
服
な
ら
私
服
に
よ
る
格
差
が
出
な

い
と
い
っ
た
声
も
あ
る
が
、
初
期
費
用

や
買
い
替
え
に
よ
る
経
済
的
負
担
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
な
認
識
か
。

多
く
の
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
リ
サ

イ
ク
ル
制
服
や
制
服
の
無
償
譲
渡
な
ど

経
済
的
負
担
軽
減
の
た
め
の
取
り
組
み

が
広
く
行
わ
れ
て
お
り
、
今
後
も
推
奨

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

将
来
的
に
本
市
と
し
て
私
服
登
校
ま

た
は
制
服
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
の
か
。

児
童
・
生
徒
の
思
い
も
踏
ま
え
な
が

ら
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
保
護
者
、
地
域
な
ど
の

意
見
を
取
り
入
れ
て
進
め
て
い
く
よ
う

に
学
校
に
周
知
し
つ
つ
、
時
代
の
変
化

と
と
も
に
こ
う
い
っ
た
議
論
は
絶
え
ず

見
直
し
を
図
っ
て
い
く
観
点
で
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
乗
車
の
基

準
は
平
成
19
年
に
決
ま
っ
た
と
聞
い
て

い
る
が
、
通
常
４
キ
ロ
、
冬
季
３
キ
ロ

と
決
め
た
理
由
を
伺
い
た
い
。

坂
井
市
通
学
支
援
問
題
検
討
委
員
会

に
お
い
て
、
中
学
校
の
自
転
車
通
学
時

間
は
30
分
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
、
４
キ

ロ
と
決
ま
っ
た
。

文
科
省
の
通
学
支
援
基
準
は
６
キ
ロ

と
な
っ
て
お
り
、
本
市
の
基
準
は
大
幅

に
緩
和
し
、
生
徒
の
負
担
を
軽
減
す
る

措
置
と
な
っ
て
い
る
。

文
科
省
の
基
準
が
決
ま
っ
た
の
は
い

つ
の
時
期
か
。

昭
和
33
年
公
布
の
国
庫
負
担
に
関
す

る
施
行
令
で
定
め
ら
れ
た
。

大
人
の
通
勤
手
当
支
給
の
基
準
は
お

お
む
ね
２
キ
ロ
が
基
準
と
な
っ
て
い
る

中
で
、
子
ど
も
に
は
４
キ
ロ
を
歩
け
と

い
う
の
は
あ
ま
り
に
酷
で
は
な
い
か
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
公
平
性
や

財
政
負
担
、
運
行
体
制
の
維
持
が
絡
む

た
め
、
一
定
の
制
約
も
伴
い
、
さ
ら
な

る
緩
和
は
現
実
的
に
困
難
と
考
え
る
。

今
日
の
教
育
行
政
は
ア
レ
ル
ギ
ー
や

学
び
の
ス
ピ
ー
ド
、
個
々
の
事
情
に
配

慮
す
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

近
距
離
で
も
配
慮
が
必
要
な
生
徒
に

対
し
て
の
対
応
は
ど
う
か
。

相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
際
に
は
、
柔
軟

な
対
応
も
行
っ
て
い
る
。

個
人
の
立
場
と
全
体
の
公
益
性
が
葛

藤
す
る
問
題
だ
が
、
今
後
の
方
向
は
。

子
ど
も
の
安
全
を
第
一
に
、
今
後
と

も
検
討
を
深
め
て
い
き
た
い
。

▲ 民間企業が開催した春江東コミュニティセンターでの制服譲渡会

▲ 市内で運行されているスクールバス

■Q□A■Q□A■Q□A

■Q□A

■Q□A■Q□A■Q□A

■Q□A■Q□A

後  

藤
　
寿  

和

ご

と
し

か
ず

と
う

伊  

藤
　
宏  

実

い

ひ
ろ

み

と
う

学
校
制
服
の
在
り
方

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
を
問
う

一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 https://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/
また、二次元コードを読み取るとYouTubeにアップロードされた各議員の動画を見ることができます。14

マ
チ
ヨ
リ
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
民
が
丸
岡
城
に
親
し
み
を
持
ち
、

城
周
辺
を
楽
し
め
る
空
間
、
観
光
客
が

県
内
を
周
遊
す
る
際
に
立
ち
寄
る
拠
点

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て

お
り
、
今
後
も
丸
岡
城
周
辺
エ
リ
ア
の

魅
力
向
上
の
中
心
と
し
て
い
き
た
い
。

新
テ
ナ
ン
ト
募
集
の
際
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
ど
こ
に
重
き
を
置
く
か
。

飲
食
テ
ナ
ン
ト
に
お
い
て
は
、
地
元

食
材
を
活
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
有
無
、

周
辺
の
イ
ベ
ン
ト
と
連
携
し
た
企
画
の

実
施
が
可
能
か
ど
う
か
を
重
視
す
る
。

物
販
テ
ナ
ン
ト
で
は
、
地
元
物
産
の

取
り
扱
い
、
商
品
の
展
開
の
幅
広
さ
や

更
新
頻
度
、
地
元
企
業
と
の
連
携
協
力

と
い
う
点
を
重
視
す
る
。

給
食
費
負
担
が
子
育
て
世
帯
に
与
え

る
影
響
（
未
納
件
数
な
ど
）
を
ど
う
認

識
し
て
い
る
か
。

本
市
で
は
給
食
費
の
未
納
は
な
い
。

低
所
得
者
世
帯
お
よ
び
第
３
子
以
降

の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
は
給
食
費
を
免

除
し
て
お
り
、
適
切
と
考
え
て
い
る
。

給
食
費
の
無
償
化
を
求
め
る
。

第
２
子
か
ら
無
償
化
を
対
象
に
す
る

よ
う
県
に
引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

子
ど
も
の
自
殺
予
防
の
取
り
組
み
の

位
置
づ
け
は
。

「
坂
井
市
福
祉
保
健
総
合
計
画
」
の

自
殺
対
策
計
画
に
お
い
て
、
誰
も
自
殺

に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
坂
井
市

を
目
指
し
、
子
ど
も
を
含
む
あ
ら
ゆ
る

世
代
に
応
じ
た
自
殺
予
防
対
策
を
進
め

て
お
り
、「
坂
井
市
こ
ど
も
計
画
」
で
も

自
殺
予
防
対
策
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

自
殺
要
因
の
早
期
発
見
に
向
け
た
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

児
童
・
生
徒
や
保
護
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
、
一
人
一
台
の
端
末
を

活
用
し
て
、
心
の
不
調
の
把
握
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

相
談
に
つ
な
が
っ
た
子
ど
も
に
対
し

て
、
途
切
れ
な
い
支
援
体
制
は
整
っ
て

い
る
か
。

相
談
内
容
や
状
況
に
応
じ
て
「
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
や
学
校
、
福
祉
事

務
所
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い

な
が
ら
、
切
れ
目
の
な
い
伴
走
支
援
体

制
を
整
え
て
い
る
。

子
ど
も
の
苦
し
さ
の
背
景
に
、
保
護

者
自
身
の
孤
立
や
困
難
が
あ
る
場
合
も

少
な
く
な
い
が
、
保
護
者
へ
の
相
談
支

援
や
支
援
体
制
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
か
。

本
市
で
は
、
子
ど
も
と
保
護
者
を
個

別
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
家
庭
全
体

を
一
体
的
に
支
え
る
視
点
を
重
視
し
、

各
分
野
が
多
角
的
な
支
援
を
進
め
て
お

り
、
必
要
に
応
じ
て
生
活
支
援
や
受
診

支
援
に
つ
な
げ
る
な
ど
早
期
の
支
援
介

入
に
努
め
て
い
る
。

▲ 厚生労働省自殺対策推進室作成資料

▲ 丸岡城マチヨリマーケット

■Q□A■Q□A■Q□A

■Q□A

■Q□A■Q□A

■Q□A■Q□A

三  

宅  

小
百
合

み

さ

ゆ

り

や
け

畑  

野  

麻
美
子

は
た

ま

み

こ

の

こ
ど
も
の
命
を
守
る

取
り
組
み
は

丸
岡
城
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

（
マ
チ
ヨ
リ
マ
ー
ケ
ッ
ト
）内
の
飲
食
、

物
販
テ
ナ
ン
ト
の
運
営
に
つ
い
て
、

市
と
し
て
の
「
責
任
」
と
「
改
善
」
が

求
め
ら
れ
る

保
育
園
、
幼
保
園
、
こ
ど
も
園

な
ど
に
お
け
る
給
食
費
の

負
担
軽
減
・
無
償
化
を

予
算

常
任
委
員
会
報
告

定
例
会
審
議
結
果

一
般
質
問

特
別
委
員
会
報
告
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地
元
に
も
愛
さ
れ
る
観
光
地
に
す
べ

き
で
は
。

再
整
備
事
業
を
推
進
す
る
に
あ
た
り

地
元
組
織
の
東
尋
坊
ま
ち
づ
く
り
会
社

が
積
極
的
に
参
画
し
、
定
期
的
に
意
見

交
換
も
開
催
し
て
い
る
。

地
元
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
荒
磯
遊

歩
道
も
再
整
備
に
併
せ
て
改
修
を
行
っ

て
お
り
、
親
し
み
や
す
い
観
光
地
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
る
。

駐
車
場
料
金
は
無
料
に
す
べ
き
で
は
。

駐
車
場
を
無
料
に
す
る
と
、
長
期
間

に
わ
た
り
自
動
車
が
放
置
さ
れ
た
り
す

る
こ
と
や
、
交
通
混
雑
の
増
加
に
つ
な

が
る
恐
れ
が
あ
る
な
ど
の
問
題
点
が
想

定
さ
れ
る
。

ま
た
、
駐
車
場
料
金
に
は
東
尋
坊
の

適
切
な
管
理
を
支
え
る
役
割
が
あ
り
、

安
全
・
安
心
な
観
光
地
の
持
続
に
は
利

用
者
が
一
定
の
負
担
を
す
る
こ
と
は
適

正
と
考
え
る
。

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
見
直
す
べ
き

で
は
。

令
和
２
年
度
に
策
定
し
た
東
尋
坊
再

整
備
基
本
計
画
の
中
で
中
核
施
設
と
し

て
位
置
付
け
て
い
る
。

東
尋
坊
の
地
形
や
成
り
立
ち
を
紹
介

す
る
展
示
エ
リ
ア
、
悪
天
候
時
で
も
絶

景
を
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
屋
内
型
の

展
望
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
機
能
を
備
え
る

予
定
を
し
て
お
り
、
国
の
事
業
採
択
を

受
け
、
県
と
も
共
同
し
て
再
整
備
事
業

を
進
め
た
い
。

市
内
中
学
校
屋
内
運
動
場
の
空
調
設

備
に
つ
い
て
、
既
に
５
校
全
て
の
工
事

は
完
了
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
工
事
完
了
に
合
わ
せ
、
空
調

設
備
の
稼
働
に
関
す
る
運
用
基
準
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

令
和
７
年
度
に
工
事
を
行
っ
て
き
た

空
調
設
備
設
置
工
事
は
、
令
和
７
年
12

月
末
ま
で
に
全
校
で
設
置
が
完
了
し
て

い
る
。

ま
た
、
運
用
基
準
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ

い
て
は
、
学
校
環
境
衛
生
基
準
や
、
学

校
に
お
け
る
熱
中
症
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
作
成
の
手
引
き
の
基
準
値
な
ど
を
参

考
に
作
成
を
進
め
て
い
る
。

空
調
設
備
の
設
置
は
夏
季
の
暑
さ
対

策
が
前
提
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
冬
季

に
暖
房
と
し
て
の
使
用
は
想
定
し
て
い

る
の
か
。

授
業
な
ど
で
の
使
用
は
想
定
し
て
い

な
い
が
、
卒
業
式
な
ど
、
式
典
に
お
い

て
は
使
用
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
避
難
所
と
し
て
開
放
さ
れ
る

災
害
時
は
、
冷
房
、
暖
房
問
わ
ず
使
用

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

小
学
校
体
育
館
や
社
会
体
育
施
設
に

も
空
調
設
備
設
置
の
機
運
が
高
ま
っ
て

い
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
く
の
か
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
観
点
か
ら
も
、
社

会
体
育
施
設
へ
の
空
調
設
備
の
設
置
を

検
討
し
て
い
く
と
と
も
に
、
小
学
校
体

育
館
に
つ
い
て
も
、
国
の
方
針
や
補
助

制
度
な
ど
の
情
報
収
集
や
動
向
を
注
視

し
て
い
き
た
い
。

▲ 東尋坊再整備計画　全体計画図

▲ エアコンが設置された坂井中学校

■Q□A■Q□A

■Q□A

■Q□A■Q□A

■Q□A

川  

畑
　
孝  

治

か
わ

た
か

は
る

ば
た

佐  

藤
　
岳  

之

さ

た
け

ゆ
き

と
う

東
尋
坊
再
整
備
の
状
況
は

体
育
館
へ
の
空
調
設
備
設
置
の

状
況
は

あ
り 

そ
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また、二次元コードを読み取るとYouTubeにアップロードされた各議員の動画を見ることができます。16

市
長
が
考
え
る
「
稼
げ
る
農
業
」
と

は
ど
の
よ
う
な
状
態
を
指
す
の
か
。

ま
た
、
４
年
間
の
成
果
を
伺
う
。

稼
げ
る
農
業
と
は
、
収
益
性
や
生
産

性
が
高
く
持
続
可
能
な
状
態
で
あ
る
。

こ
の
４
年
間
で
ス
マ
ー
ト
農
業
導
入

を
延
べ
66
経
営
体
に
支
援
し
た
。

ま
た
、
大
規
模
経
営
体
が
９
経
営
体

増
加
し
、
新
規
就
農
者
も
19
人
が
営
農

を
開
始
し
て
い
る
。

稼
げ
る
農
業
を
評
価
す
る
上
で
農
業

所
得
の
向
上
が
重
要
で
あ
り
、
ま
た
、

担
い
手
不
足
も
深
刻
化
し
て
い
る
。

農
業
所
得
な
ど
成
果
指
標
の
把
握
と

担
い
手
確
保
に
つ
い
て
、
市
の
認
識
を

伺
う
。

個
々
の
農
業
所
得
の
平
均
値
は
把
握

し
て
い
な
い
。

担
い
手
確
保
と
基
盤
整
備
が
重
要
な

課
題
で
あ
り
、
農
地
集
約
や
人
材
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

こ
の
４
年
間
で
子
育
て
環
境
は
ど
の

よ
う
に
変
化
し
た
の
か
伺
う
。

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
坂
井
市

で
子
育
て
し
た
い
」
と
答
え
た
割
合
が

91
・
３
％
と
な
り
、
前
回
調
査
よ
り
大

き
く
増
加
し
て
い
る
。

現
在
の
坂
井
市
に
お
け
る
最
大
の
課

題
は
何
か
伺
う
。

制
度
の
周
知
と
、
子
育
て
家
庭
の
不

安
を
早
期
に
把
握
し
、
伴
走
支
援
す
る

体
制
の
強
化
が
重
要
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
が
作
る
環
境
条
例
を
市

長
は
前
向
き
に
応
援
し
て
い
た
が
、
な

ぜ
違
う
形
の
条
例
に
な
っ
た
の
か
。

令
和
５
年
12
月
に
大
関
小
学
校
の
児

童
か
ら
、
環
境
学
習
や
ポ
イ
捨
て
、
ご

み
調
査
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
気
付
き
に

基
づ
き
、
11
項
目
か
ら
な
る
子
ど
も
と

つ
く
る
環
境
を
守
る
条
例
が
提
案
さ

れ
た
。

内
容
は
、
地
球
、
地
域
の
環
境
を
よ

り
良
い
も
の
に
し
た
い
と
い
う
強
い
思

い
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
条
例
化
に
つ

い
て
十
分
検
討
を
重
ね
た
上
で
、
こ
の

条
例
の
中
か
ら
新
た
な
４
つ
の
項
目
を

今
回
の
改
正
条
例
案
の
中
に
取
り
込

ん
だ
。

環
境
審
議
会
は
条
例
の
有
無
を
検
討

す
る
と
こ
ろ
な
の
か
。

条
例
の
制
定
や
改
廃
の
最
終
的
な
判

断
は
市
が
行
い
、
審
議
会
は
条
例
そ
の

も
の
を
審
議
す
る
場
で
は
な
い
。

子
ど
も
た
ち
の
将
来
、
夢
や
希
望
の

た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
環
境
条

例
と
し
て
作
り
直
す
こ
と
を
強
く
求
め

る
が
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
提
案
は
、
将
来

を
担
う
世
代
の
素
直
な
思
い
と
し
て
、

大
変
貴
重
で
あ
る
。

し
か
し
、
提
案
さ
れ
た
条
例
の
中
に

は
、
地
域
固
有
の
課
題
や
、
特
定
の
活

動
、
義
務
的
な
要
素
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。

総
合
的
な
観
点
か
ら
、
一
部
改
正
と

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

▲ 坂井市での子育て（エンゼルランドふくい）

▲ 大関小学校児童の環境調査の様子

■Q□A■Q□A

■Q□A■Q□A

■Q□A■Q□A■Q

□A

林    

豊  

夏

は
や
し

か

と
よ

永  

井
　
純  
一

な
が

じ
ゅ
ん

い
ち

い

稼
げ
る
農
業
の
成
果
と
課
題

子
育
て
政
策
の
成
果
と
課
題

子
ど
も
た
ち
が
作
る
環
境
条
例
に

す
べ
き

予
算

常
任
委
員
会
報
告

定
例
会
審
議
結
果

一
般
質
問

特
別
委
員
会
報
告
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★６月定例会会期日程（予定）

8

15

22

29

6

6/7

14

21

28

5

9

16

23

30

7

10

17

24

7/1

8

11

18

25

2

9

13

20

27

4

11

12

19

26

3

10

日 月 火 水 木 金 土

10：00 ～
本会議最終日
（委員長報告・採決など）

10：00 ～
教育民生常任委員会
予算特別委員会分科会

10：00 ～
総務生活環境常任委員会
予算特別委員会分科会

10：00 ～
予算特別委員会

10：00 ～
産業建設常任委員会
予算特別委員会分科会

10：00 ～
一般質問

10：00 ～
代表質問

10：00 ～
予算特別委員会

10：00 ～
予算特別委員会

10：00 ～
一般質問

10：00 ～
本会議初日
（所信表明、議案説明など）

　
い
ろ
ん
な
生
き
物
が
活
発
に
動
き

出
す
５
月
。
山
は
新
緑
に
映
え
、
麦

の
穂
先
が
黄
色
く
染
ま
り
、
コ
シ
ヒ

カ
リ
の
田
植
え
も
始
ま
り
ま
し
た
。

日
本
海
に
沈
む
夕
日
に
グ
リ
ー
ン
フ

ラ
ッ
シ
ュ
が
煌
め
き
ま
す
。

　
自
然
が
豊
か
で
季
節
の
移
ろ
い
を

楽
し
め
る
、
住
み
や
す
い
田
舎
の
坂

井
市
。
今
年
、
市
制
20
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
日
本
海
に
三
国
湊
、
広
が

る
田
園
、
お
天
守
が
当
た
り
前
の
よ

う
に
見
え
、
白
山
に
連
な
る
稜
線
が

美
し
い
。
温
か
い
人
柄
、
自
然
と
歴

史
と
文
化
が
織
り
な
す
、
そ
ん
な
素

敵
な
坂
井
市
に
生
ま
れ
、
人
生
を
歩

む
こ
と
が
で
き
て
幸
せ
で
す
。

　
こ
の
議
会
だ
よ
り
は
定
例
会
ご
と

に
発
刊
さ
れ
、
今
回
で
第
80
号
。
年

４
回
で
20
年
で
す
。
新
た
な
任
期
が

ス
タ
ー
ト
し
た
市
議
会
、
引
き
続
き

市
民
の
皆
さ
ま
に
手
に
取
っ
て
見
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
議
会
の
情
報
を

届
け
て
ま
い
り
ま
す
。

（
前
川
　
徹
）

編 
集 

後 

記

議会連絡掲示板
　令和８年５月25、26日に、下記の市内４会場で議会報
告会を開催します。予約不要で住所に関係なく、どの会場

でも参加できます。議会や市政に対する皆さまのご意見をお聞かせください。
　なお、内容の変更または開催を中止する際は、坂井市議会ホームページにてお知
らせします。ホームページは右の二次元コードからでも確認いただけます。

議会報告会を開催します

議会を傍聴してみませんか？

※ 日程は、変更になる場合がありますので、変更となった場合は、坂井市議会ホームページでお知らせします。

事前予約は不要ですので、
　お気軽にお越しください。 定例会　

会期日程は　
◀こちら

三国町神明一丁目４-20

坂井町長畑25-11-１

丸岡町西里丸岡12-21-1

春江町随応寺17-17

三国コミュニティセンター

東十郷コミュニティセンター

高椋コミュニティセンター

春江中コミュニティセンター

１階大ホール

１階多目的ホール

３階大会議室

２階201会議室

５月25日（月）
午後７時～

５月26日（火）
午後７時～

開催日時 会　　　　　　場

き
ら

り
ょ
う
せ
ん

予
算

常
任
委
員
会
報
告

定
例
会
審
議
結
果

一
般
質
問

特
別
委
員
会
報
告

一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 https://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/
また、二次元コードを読み取るとYouTubeにアップロードされた各議員の動画を見ることができます。 17

市
の
文
化
施
設
の
減
免
の
実
態
は
。

障
が
い
者
50
％
、
高
齢
者
に
は
減
免

は
な
い
。

県
や
福
井
市
は
高
齢
者
・
障
が
い
者

は
無
料
で
、
本
市
も
無
料
に
す
べ
き
。

今
後
い
ろ
い
ろ
な
人
の
意
見
を
聞
い

て
検
討
す
る
。

外
出
の
動
機
に
も
な
る
が
ど
う
か
。

社
会
参
加
の
促
進
と
認
識
す
る
が
、

受
益
者
負
担
の
原
則
や
世
代
間
の
公
平

性
の
視
点
も
大
切
で
あ
る
。

な
ぜ
除
外
し
て
い
る
の
か
。

性
の
多
様
性
に
お
け
る
市
民
の
理
解

を
深
め
る
取
り
組
み
を
優
先
し
て
進
め

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
た
。

勝
山
市
は
対
象
に
入
れ
て
い
る
。

当
初
議
会
に
説
明
さ
れ
た
と
き
は
、

対
象
に
入
れ
て
い
た
の
が
な
ぜ
外
さ
れ

た
か
。

議
会
全
員
協
議
会
で
複
数
の
議
員
か

ら
意
見
が
あ
っ
た
。

意
識
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
議
員
で
あ
る
。

議
員
の
圧
力
に
負
け
て
し
ま
っ
た
。

市
長
も
外
す
判
断
を
さ
れ
た
の
か
。

同
意
し
た
。
　

時
期
と
い
う
点
が
一
つ
あ
る
。

い
ろ
い
ろ
な
人
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
改
め
て
検
討
し
た
い
。

▲ 市内文化施設　坂井市龍翔博物館（三国）

議会改革特別委員会

　本委員会では議会活動を市民にもっと身近に感じても
らえるように、市民が参加できる議会活動の見える化、
また議会活動の充実と強化を図り、更に未来に向けた通
年議会や議員定数、議員のなり手不足、投票率向上、議
員報酬見直しなどを目的に、議会活動の魅力向上に向け
た調査研究を行ってきました。
　主な改革として、本会議全日程のYouTube生配信の実
施、決算特別委員会の前倒し、予算特別委員会に分科会
の設置、本会議における代表質問・一般質問の議員持ち
込み資料を傍聴席へ提示することなどを実現しました。
　委員会の生配信・録画配信や、議員報酬の見直しなど
については令和８
年４月の改選後の
議会で引き続き検
討していくことと
なりました。

　本委員会は観光地の魅力度を高めることを目的に、歴
史的な価値の高い建造物やその周辺の市街地の景観を維
持・向上するための歴史的風致維持向上計画の推進およ
び、観光客の移動や交通弱者の利便性向上を図るための
二次交通、地域公共交通の充実・整備について調査研究
を行ってきました。
　歴史的風致維持向上計画や東尋坊再整備の進捗状況、
第二次坂井市地域公共交通計画に関する最終報告などの
説明を受け、改善点などの協議を行いました。
　また、外部から講師を招いての勉強会や意見交換会、
東尋坊及び荒磯遊歩道の現地調査、先進地視察などを行
いました。
　以上の調査研究を
重ね、令和８年２月
には報告書を市長に
提出しました。

観光文化交通対策特別委員会

ふう ち

あり そ

　坂井市議会では、令和６年６月に２つの特別委員会を
設置しました。約２年間の活動を行いましたので報告
をします。特別委員会活動報告

松  

本    

朗

ま
つ

あ
き
ら

も
と

■Q□A■Q□A■Q□A■Q□A■Q

□A■Q□A

文
化
施
設
な
ど
の
入
場
料
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高
齢
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・
障
が
い
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は
無
料
に
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婚
サ
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事
業
か
ら
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ト
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ー
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誓
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プ
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を

な
ぜ
除
外
す
る
の
か
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第57号2020年8月発行
　名称を「坂井市議会PRマ
ガジンさかい」に変更しま
した。

この印刷物は、環境にやさしい植物油インキを使用しています。

坂井市議会20年の歩み
坂井市は令和８年３月20日に合併後20年を迎えました。
その間坂井市議会は年４回の定例会ごとに欠かすことなく議会だよりを発行してきました。
議会の歩みと議会だよりの節目を振り返ります。

この20年の積み重ねは、坂井市の未来を形づくる力になります。
これからも、開かれた議会・伝わる議会・参加できる議会を目指していきます。

第9号2008年
8月発行
　初のリニューアル
を行い、紙面構成
を一新しました。

2010年4月
　議員定数を30→26人に削減！

第20号2011年5月発行
　表紙写真を募集して掲載
しました。

改革！

2012年5月
初の議会報告会を開催！　
　皆さまと直接意見交換をできる機会を
設けました。令和８年度も5月に開催予
定です。

2020年11月
議会にタブレット端末を導入！
　ペーパーレス化により業務の効率化・費用
の削減を実現しました。

2022年4月
　議員定数を26→24人に削減！

改革！

創刊号2006年
8月発行
　坂井市になって
初の議会について
お届けしました。

改革！

改革！

第72号2024年5月発行
　リニューアルにより、現行
の紙面構成になりました。

2006年3月20日

坂井市誕生

2025年4月
請願・陳情のオンライン
受付を開始！
　より皆さまの意見を取り入れ
やすくなりました。

改革！第80号2026年5月発行
　これからも分かりやすい
議会だよりを目指し、工夫
を続けていきます。

第51号2019年2月発行
　表紙デザインを地元高校生から
募集し、掲載しました。

2025年12月
本会議全日程のライブ
配信を開始！
　YouTubeで本会議の様子をリ
アルタイムで確認できるように
なりました。

改革！

第28号2013年5月発行
　表紙の題字を地元小学校
から募集し、掲載しました。


